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沖縄県医師工

都道府県医師会長殿

 平素より本会会務にご協力賜り、厚くお礼申し上げます。

 さて、標記の件に関し、厚生労働省健康局長より、本会に対し周知方依頼があり

 ました。

 臓器の移植希望者(レシピエント)の選択基準につきましては、「臓器提供者(ド

 づー)適応基準及び移植希望者(レシピエント)選択基準について」により実施され

 ているところですが、今般、厚生科学審議会疾病対策部会臓器移植委員会の審議結

 果を踏まえ、心臓移植希望者(レシピエント)選択基準、肺移植希望者(レシピエント)

 選択基準、および心肺同時移植希望者(レシピエント)選択基準に係る部分が改正さ

 れることとなりました(匿毛回下線部参照)。
 本改正は、平成22年12月 15日から施行されます。ただし、心臓移植希望者

 (レシピエント)選択基準の、「2.優先順位」の(3)年齡、(4)AB0式血液型、

 および(5)待機期間、ならびに「3.具体的選択方法」に係る改正部分にっきまし

 ては平成22年10月 15日から施行されております(巨Ξ弓i]下線部参照)。
 つきましては、貴会におかれましても本件に関してご了知のうぇ、貴会管下関係

 医療機関等に対し、周知方よろしくご高配のほどお願い申し上げます。

 移植希望者(レシピエント)選択基準の→1β改正について

 日医発第 723 号(総企 51)

 平成22年10月27日
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社団法人日本医師会会長殿

 ノ>③
 臓器の移植希望者(レシビエント)の選択にっきましては、「臓辨提供者(ドナー)適

 応基準及ぴ移植希望者(レシピエント)選択基準にっいて」(平成9年10月 16日付け健
 医発第137 1号。以下「基準通知」という。)により実施されてぃるととろです。
 今般、厚生科学審議会疾病対策部会朧器移植委員会の審議結果を踏まえ、基準通知の別

 添2 (各臓器の移植希望者(レシビエント)避択基t1幻のうち、心臓移植希塑者(レシビ
 エント)選択基準、肺移植希望者(レシビエント)選択基準及び心肺詞時移植希竺者(レ
 シピエント)選択基準に係る部分を改正することとしました。
 本改正は、平成22年12村 15日から施行(ただし、心臓移植希望者(レシビエント)

 選択基準の2.(3)年齢、(4) AB0式血液型及び(5)待機期問(改正前の(4)を
 (5)とする番号改正に限る。)、並びに3.具体的選択方法に係る改正邦八にっいては平

 成22年10月 15日か制愈行)することとし、別添のとおり社団法人日本臓器移植ネ、、
 トワーク理事長あて通知しましたので、御了知願うとともに、会員等に対する周知にっき
 まして御配廟源頁います。

 移植希望者(レシピエント)選択基準の一部改正にっいて

 健発1015第4号

 平成2 2年 1 0月 1 5 日

 尾加能朗1倦留1 ー_、,_.、.、1.
語叫妥



別添

 社団法人日本臓器移植ネットワーク理事長殿

 " 1上一'ニ).^、

 、都*J

 臓器の移植希望者(レシピエント)の選択にっきましては、「戚器提供者(ドナー)適応
 基準及び移植希望者(レシピエント)選択基準にっいて」(平成9年〕.0月 1.6日付け健医
 発第137 1号。以下「基準通交町という。)により実施されているところです。
 今般、厚生科学審議会疾病対策部会臓器移植委員会の審議結果を踏まえ、基準通知の別

 添2 (各臓器の移植希望者(レシピエント)選択基準)のうち、心m斯劃値希望者(レシビ
 エント)選択基準、肺移植希望者(レシピエント)選択基準及び心肺同時移植希望者(レ
 シピエント)選択基準に係る部分を別紙の新旧対照表のとおり改正することとしました。
 本改正は、平成22年12月 15aから施行(ただし、心帰癖劃値希望者(レシピエント)

 選択基準の 2.(3).年齢、(4) AB0式血液型及び(5)待機期問(改正前の(4)を
 (5)とする番号改正に限る。)、並びに3.具体的選択方法に係る改正部分にっいては平

 成22年10月 15日から施行)するとととしましたので、遵守されますようぉ願いしま
 す。あわせて、貴法人に登録されている臓器移植施設ヘの周知にっきましてよろしくぉ願
 いします、。

 参考1として、改正後の基準通知の別添2中、平成22年10刃 15日の施行部分の改
 正を反映した「心臓移植希望者(レシピエント)選択基準」を、また、参考乞として、平
 成22年12月 15日か制愈行する「心臓移植希望者(レシピエント)選択基準」、明市移
 植希望者(レ'シピエント)選択基準」及び「心肺同時移植希望者(レシビエント)選択基
 準」を添付します。

 なお、現在、本改正のほかに、腎臓移植希望老(レシピエント)選択基準等の見直しも
 行っているところですので、御承知おき原貞います。

 移植希望者(レシビエント)選択基準の一部改正にっいて

 健発 1 0 1 5 第 4 号

 平成2 2年1 0月 15 日
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別紙

 1.適合条件佃割

 2.優先順位

 適合条件に合致する移植希望者(レシピ土ント)が複数存在する
 場合には、優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

 (1)親族(略)

 心臓移植希望者(レシピエント)選択基準新旧対照表

改正後

 (2)医学的緊急度

 定義: st肌岫1:次の(ア)から(エ)までのいずれか1つ以
 上に該当する状態
 (ア)補助人工心臓を装着中の状態
 (イ)大動脈内バノレーンパンピング(1ABP)、経

 皮的心肺補助装置(PCPS)又は動静脈バイ

 1.適合条件(略)

 パス印AB)を装着中の状態

 (ウ)人工呼吸管理を受けている状態
 (二こ) 1CU、 CCU等の重症室に収容さオ%、かっ、

 カテコラミン等の強心薬の持続的な点滴投
 与を受けている状態

 2.優先順位

 適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する
 場合には、優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

 *カテ戸ラミン等の強心薬にはフォスフ

 オディエステラーゼ阻害薬なども含まれ

る

 *ただし、 18歳未満に限り、重症室に・収

 (1)親族(W御

現

 (2)医学的繁急度

 定義: statusl:次の(ア)から(エ)までの状態のいずれか
 に該当するとと。
 (ア)補助人工心臓を必要とする状態

 容されていない場合であって、カテコラ

イテ

 ミン等の強心薬の持続的な点滴投与を受

 (イ)大動脈内バノレーンパンピング q朋P)を
 必要とする状態

 (ウ)人工呼吸を必要とする状態
 (エ) 1CU、 CCU等の重症室に収容され、かっ、

 カテコラミン等の強心薬の持続的な点滴投
 与が必要な状態

 *カテコラミン等の強心薬にはフォスフ

 オディエステラーゼ阻害薬なども含まれ

る



 St航US2 :待機中の患者で、上記以外の状態

 StatuS 3 : status l、 S土atuS 2 で1寺機中、除夕卞条イ牛(感
 染症等)を有する状態のため一時的に待機りス
 トから削除された状態

 けている状態も含まれる(この状態で待

 機中に 18歳以上となったときには、

 (ア)か'ら(ウ)までのいずれかに該当

 Sねtusl、 st肌山2の順に優先する(3

 しない限り、 st註山2 とする)

 を参照)。また、st武山3ヘの変更が登録された時点で、選択ヌ寸

 象から外れる。除外条件がなくなり、 st武US1 又は銑肌US2

 ヘ再登録された時点から、移植希望者(レシピエント)として

 選択対象となる。

 (3)年帥

 1蔵器提供者(ドナー)が18歳未満の場合には、件.日本臓器

 移植ネットワークに移植希望者(レシピエ,・ント)の登録を行った

 時点において'18歳未満の移植希望者'(レシピエント)を優先す
 る(3

 (4) AB0式血液型

 の具体的選択方法を参R勵。

 AB0式血液型の一致 ad印ticaD する者を適合(C飢飢北10)

 する者より優先する(3

 の具体的選択方法

 (5)待機期間

 以上の条件が全て剰一の移植希望者(レシピエント)が複数存

 St肌US2 :待機中の患者で、上言己以外の状態
 St武US3 : st此USI、 st.tuS2 で待機中、除外条件(感

 染症等)を有する状態のため一時的に待機りス
 トから削除された状態

 の具体的選択方法を参照)。

 原則としてSt飢如1を優先する(後述する具体的選択法を参
 照)。また、st飢山3ヘの変更が登録された時点で、選択交す象か
 ら夕秘1る。除外条件がなくなり、 st3tuS1 又は Stat帖.2ヘ再
 登録された時点から、移植希望者(レシピエント)として選択
 対象となる。

 (3) AB0式血液型

 一致を原則とするが、緊急性の高いS加加S1の移植希望者(レ
 シピエント)がいない場合や他に一致する移植希望者(レシピエ

 ント)がいない場合には、適合者に配分する(後述する具体的選
 択法を参Ξ勵。

 (4)待機期問
 以上の条件が全て同一の移植希望者(レシピエント)が複数存



 在する場合は、待機期間の長い者を優先する。
 Ost肌鴫1の移植希望者(レシピエント)間では、待機期間は

 StatuS1の延ベ,日数とする。
 (注)移植希望者(レシピエント)の登録時に18歳未満で、

 (エ)に該当していた患者が、その後18歳以 St且tuS 1 の

 上となり、重症室に収容されていないため St肌US2とさ

 れたが、再度、 statuS1の状態となったときは、 18歳未
 に該当していた期闇も St此山1の延ベ日数 1茜で  St日tusl

 Ost肌US2の移植希望者(レシビエント)間では、待機期間は
 登録日からの延ベ日数とする。

 に含まれる。

3

具体的選択方法

 (1)臓器提供者 GJナー)が18歳以上の場合

一致

 順位*

1
2
3

 、レ

医学的緊急度

4

 同順位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在す
 る場合には待機期間の長い者を優先する。

 在する場合は、待機期間の長い者を優先する。
 Ostat山1の移植希望者(レシピエント)間では、待機期間は
 St肌US1の延ベ日数とする。

 (2)臓器提供者(ドナー)が18歳未満の場合

Status l

StatuS 2

 順位*

 AB0式血液型

1
2

一致

医学的緊急度

3

 適△

一致

 Ost肌山2の移植希望者(レシビエント)間では、待機期、間は
 登録日からの延ベ日数とする。

 適△
3

 St臼tus l

具体的選択方法

 (1)ネットワークがプロック化されていない場合

年齢

 順位*

 18歳未満

1

 18歳以上

 AB0式

血液型

2
3

 *同恒位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在す
 る揚合には待機期間の長い者を優先する。

医学的緊急度

4

一致

 ヨ盲1今、

Status l

 (2)ネットワークが組織的にも機能的にもブロック化された場合

一致

 S土日tus l

StatuS 2

StatuS 2

 順位*

 AB0式血液型

1
3

適合

距離

 ブロック内

一致

 ブロック内

 j麺心、

 ブロック内

医学的緊急度

 S上且もUS I

Status l

StatuS 2

 AB0式

血液型

一致

 訂珂合、

2



4
5
6
7

 *同順位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在す

 る場合には待機期間の長い者を優先する。

8

 4.その他

 将来、 st航岫1の移植希望者(レシピエント)力赴曽加する.と、 0
 型の臓器提供者(ドナー)からの臓器が順位2の移植希望者(レシ

 ビエント)に配分され、 statuS2の移植希望者(レシピエント)に

 配分されない事態が生じることが予想、される。このととを含め、今

StatuS 2

 後、新たな医学的知見などを踏まえ、繁急度の定義やブロック制の

 導入などについて、適宜選択基準の見直しをするとととする。

 18歳未満

 1・ 8 際以上

 気盲f,

一致

適合

一致

 i商唯1今

4
5
6
7

 他ブロック

 *同順位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在す

 る場合には待機期問の長い者を優先する。

8

 他ブロック

 4.その他

 将来、 st此山1の移植希望者(レシピエント)力赴曽加すると、 0

 型の臓器提供者(ドナー)からの臓器力斗鬪立2の移植希望者(レシ

 ビエント)に配分され、 st航US2の移植希望者(レシピエント)に

 配分されない事態が生じることが予想される。この場合はブロック

 制の再老を含めて、選択基準の見直しをすることとする。

 ブロック内

 他ブロック

 他ブロック

 S土atus l

Status l

StatuS 2

 St日tuS 2

StatuS 2

一致

 匁寶合'

適合

一致

適合



 1.適合条件

 (1) AB0式血液型

 (2)肺の大きさ

 肺の大きさは臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシ
 ピエント)の年齢区八に応じ、下記の方法で評価する

 肺移植希望者(レシピエント)選択基準新旧対照表

改正後

 1)朧器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)

印制

 がいずれも18歳以上の場合

 _(予測VCD注D//予測VCR注の一 1)×100 の値(%)
 で判断する。

 金片肺移植の場合 -30~30%

 ②両肺移植の場合
 注1)予測VCD :臓器提供者(ドナー)の予測肺活量
 注2)予測VCR :移植希望者(レシビエント)の予測

肺活量

 予測肺活量の計算式

 (男性)予測拐市活量(L)=0.0妬X 身長(om)
1

(21  10IX年齢) X 身78-0

適合条件

 住) AB0式血液型

-30~30%

 (女性)

 2)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)が
 いずれも18歳未満の場合

 (2)肺の大きさ

 予測肺活量(L)=0.032X 身長(cm)

 朝蔵器提供者 aごナー)の身長/移植希望者(レシピエン
 ト)の身長一 1)×100 の値(%)で判断する。

現

 0. 023X年齡一2. 258

 (略)

 予測VCD注D /予測VCR注の XI00 の値(%)で判断tる。

 D 片肺移植の場合 70~130%

イテ

 0. 018X年齡一1. 178

 2)両肺移植の場合

 長(cm)

 注1)予測VCD :臓噐提供者(ドナー)の予測肺活量
 注2)予測VCR :移植希望者(レシピエント)の予測

肺活量

 予測肺活量の計算式

 (男性)予刈朋市活量=(27.63-0.112X年齢) X 身

70~130%

 (女性) 予測肺活量

 長(cm)



 片肺移植の場合

 3)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)の

 両肺移植の場合

 年齡が1)又は2)の場合に該当しない場合

 (1蔵器提供者(ドナー)の身長/移植希望者'(ンシピエン
 ト)の身長一 1)×100 の値四脚で判断する'

 ①片肺移植の場合

 (3)前感作抗体佃各)

 (4)、CMV抗体佃制

 (5) HLA型佃各)

 (6,)虚血許容時間佃割

 ②両肺移植の場合

-12%~15%

-12%~12%

 2.優先順位
 適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する

 場合には、優先11圃位は、以下の順に勘案して決定する。

-12%~15%

-12%~12%

ノ

 住)親族印樹

 (2) AB0式血液型

 (3)待機期間佃各)

 (3)前感作抗体

 (4) CMV抗体

 佃各)

 (5) HLA型

 佃各)

佃割

 佃各)

 (田虚血許容時間

 2.優先順位
 適合条件に合致する移植希望者(レシビエント)が複数存在する

 場合にば、優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

 (1)親族佃各)

 (2) AB0式血液型印各)

佃割

佃制

 (3)待機期間

①
②



 aD 肺の大きさ

 (5)術式1こよる優先順位
 術式は、片肺移植、両肺移植の2種類とし、.第1術式、第2術

 式の2つまで登録可能とする。

 術式による優先順位は次のとおりとする。

1

 (2)の 1)又は2)の場合を優先する。

 1)朧器提供者(ドナー)の両肺が利用できる場合であり、
 第1優先順位の選択を行った結果、

 ①・②

 ③第Ⅱ村式に係る片肺移植希望者(レシピエント)が第
 1優先順位となり、第1術式、第2術式を考慮しても片
 肺移植希望者(レシビエント)が1名のみである.場合、

 佃各)

 0当該片肺移植希望者(レシピエント)が第2術式と
 して両肺移植を希望Lていれば、当該移植希望者
 (レシピエント)を選択し(注1)、

 0・当該片肺移植希望者(レシピエント)が第2術式と
 して両肺移植を希望.していなければ、両肺移植希望
 者(レシピエント)の中で優先順位の高い者を選択
 する(注2)。ただし、当該片肺移植希望者(レシ

 (4)術式による優先順位

 術式は、片肺移植、両肺移植の2種類とし、第1術式、第2術
 式の2つまで登録可能とする。

 術式による優先順位は炊のとおりとする。

 ピエントが優先すべき親族であるときには、当該方
 肺移植希望者(レシピエント)を優先する。

 (注1)当該移植希望者(レシピエント)は必ずしも両

 1)・臓器提供者(ドナー)の両肺が利用できる場合であり、
 第1優先順位の選択を行った結果、

 肺移植を受ける必要はない。

 ①・②

 ③第1術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)が第
 1優先順位となり、第1術式、第'2術式を考慮しても片
 肺移植希望者(レシビエント)が1瑠のみである場合、

 0当該片肺移植希望者(レシビエント)が第2術式と
 して両肺移植を希望していれば、当該移植希望者
 (レシピエント)を選択し(注1)、

 佃各)

 0当該片肺移植希望者(レシビエント)が第2術式と
 して両肺移植を希望していなければ、両肺移植希望
 者(レシピ=ント)の中で優先順位の高い者を選択
 する(注2)。



 (注2)この揚合に限り、術式を優先し、片肺移植希望者

2)

 3) 1)、 2)の結果、 AB0式血液型が一致する移植希望者
 (レシピエント)が選択されない場合、 AB0式血液型が

 適合するものについてD、 2)と同様の手順により移植希

 望者(ンシビエント)を選択する。

 (レシピエント)より両肺移植希望者を優先する

佃割

3

 そのイ也

 (1)臓器提供者 aJナー)又は移植希望者(レシピエント)が
 6歳以上18歳未満の場合、その予授明市活量については、以

 下の計算式を参考にすることができる。
 予測肺活量の計算式(6歳以上18歳未満の場合)

 12能X年齢十0 (男性)予担甥市活量(L)=2 00819108-0

 00168X年齡'-2. 374 (女性)予測肺活量(D =1. 142-0

 (2)基礎疾患、重症度などによる医学的緊急度は、将来考慮
 されるべきである。

 また、この基準は実績を踏まえて見直しを行う必要があ

2)

 X年齢2 -3.118 X 身長(m)

 2.茄3X身長(m)'

3)

印割

 る。

 1)、 2)の結果、 AB0式血液型が一致する移植希望者
 (レシビエント)が選択されない場合、虚血許容時間内に

 X 身長(熱)+2.116 X身長

 あり、 AB0式血液型が適合するものについて 1)、 2)と

 同様の手順により移植希望者(レシピエント)を選択する。

(m)

 その他

2

 基礎疾患、重症度などによる医学的緊急度は、将来考慮される
 べきである。

 また、との基準は実績を踏まえて見直しを行う必要がある。

 (注1)当該移植希望者(レシピエント)は必ずしも両肺移植を受け

3



」

 る感、要はない。

 (注2) 2 (4) 1)③の2項の場合に限り、待機斯間よりも術式を
 優先し、待機期間の長い第1術式に係る片肺移植希望者(レシ
 ピエント)よりも第1術式に係る両肺移植希望者(レシビエン
 ト)が優先される。



1

 適合条イ牛

 (1) AB0式血液型

 (2)体重(サイズ)

 (3)肺の大きさ

 肺の大きさは臓器提供者 aごナー)及び移植希望者(レシピ

 心肺同時移植希望者(レシピエント)選択基準・新旧対照表

改正後

 エントの年断区分に応じ、下記の方法で評価する。

 (略)

 1)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)

 印各)

 の年齡がいずれも18歳以上の場合

 二1予測VCD注U /予測VCR注の一 1)×100 の値(%)
 で判断する。

 ①片肺移植の場合
 ②両肺移植の場合

 注1)予測VCD :臓器提供者 aJナー)の予測肺活量
 注2)予測VCR :移植希望者(レシピエント)の予測

肺活量

 予測肺活量の計算式

 (男.性)予洞拐市活量(L)=0.045X身長(om)-0.023

1

 適合.条件

 (1) AB0式血液型

-30~30%

 2)臓器提供者 aぐナー)及び移植希望者(レシピエント)が

-30~30%

 (女性)予測肺活量(D =0.0能X身長(om) -0. 018

 (2)体重(サイズ)

 いずれも18歳未満の場合

 (3)肺の大きさ

現

 (略)

イテ

 X年齡一2 258

佃樹

 X年齢一1 178

 予測VCD注D /予測VCR注の XI00 の値(%)で判断する。

 D 片肺移植の場合
 2)両肺移植の場合

 注1)予測VCD :臓器提供者 aぐナー)の予測肺活量
 注幻予測VCR .移植希望者(レシビエント)の予測

肺活量

 予測肺活量の計算式

 (男性)予浪炳市活量=(27.63-0.112X年齢) X 身長(cm)

70~130%

70~130%

 (女性)予額明市活量=(21.78-0.10IX年齢) X 身長(cm)



 (臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエント)

 の身長一 1)×100 の値(%)で判断する。

 3)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)の

 片肺移植の場合

 両肺移植の場合

 年嫌が1)又は2)の場合に該当しない場合
 (臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエント)

 の身長一 1)×100の値(%)で判断する。

 (4).前感作抗体佃御

 (5) CMV抗体(W割

 (田 HLA型佃各)

 (フ)虚血許容時間(略)

 優先順位価各)

 そ'α)イ也

 (1)1蔵器提供者(ドナー)又は移植希望者(レシピエント)が

-12%~15%

 片肺移植の場合

-12%~12%

 両肺移植の場合

2

-12%~15%

3

 -12%~12ツ0

 6歳以上18歳未満の場合、その予測朋市活量については、以

 下の計一式を参考にすることができる

 予測肺活量の計算式(6歳以上18歳未満の場合)
 (男性)予浸朋市活量(D

 (4)前感作抗体細各)

 (5) CMV抗体佃割

 (田 HLA型(略)

 (フ)虚血許容時間伊各)

優先順位佃割

 その他

 0. 00819 X 年齢'- 3. 118

 108-0,1262X年齢十

2
3

 ①
一
②

 ①
一
②

2
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 (2)医学的な理由により心臓移植希望者(レシピエント)選択
 基準における医学的緊急度がStatuS3になった場合、肺移植

 希望者(レシピエント)の待機りストを「待機加a此ive」と
 コーる

 (附則)佃各)

 (女陛)予測肺活量(L)  00168X年齢'ー=1. 142-0

 X身長(m)+2.553X身

 長(nl)

 2.374X身長(m)  十2. 116

2

 X身長(m)

2

 医学的な浬由により心臓移植希望者(レシピエント)選択基準に
 おける医学的緊急度がSt肌蜘3になった場合、肺移植希望者(レシ
 ピエント)の待機りストを「1寺機 inactive」と司一る。

 (附則)  佃各)
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 1.適合条件

 (1) AB0式血液型

 AB0式血液型の一致(id'enti伽D 及び適合(C0叩.t北le)の待機者
 を候補者とする。

 心臓移植希望者(レシピエント)選択基準

 (2)体重(サイズ)

 体重差は一20%~30%であること.が望ましい。

 ただし、移植希望者(レシビエント)が小児である場合は、この限り
 で'はない。

 (3)前感作抗体

 リンパ球直接交差試験(ダイレクト・クロスマッチテスト)を実施し、
 抗T細胞抗悩功部含陛であることを確認する。

 パネルテストが陰陛の場合、りンパ球直接交差試験(ダイ,レクト・ク
 ロスマッチテスト)は省略することができる。

 参考1

 (4) CMV抗体

 CMV抗体陰性の移植希望者(レシピエント)に対しては、 CMV抗
 体陰陛の臓器提供者(ドナー)が望ましい。

 (5) HLA型

 当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

 (6)虚血許容時間

 臓器提供者(ドナー)の心臓を摘出してから4時間以内に血流再開す
 ることが望ましい。

 2.優先順位

 適合条件に合致する移植希望者(レシビエント)が複数存在する場合には、
 優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

 (1)親族

 臓器の移植に関する法律第6.条の2の規定に基づき、親族に対し臓器

/
4



 を優先的に提供する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先す
 る。

 (2)医学的緊急度

 St註山1.炊の(ア)から(エ)までの状態のいずれかに該当す定能

 るとと。

 (ア)補助人工心臓を必要とする状態

 (イ)大動脈内バルーンパンピング住朋P)を必要とする状態

 (ウ)人工呼吸を必要上する状態

 (エ) 1CU、 CCU 等の重症室に収容され、かつ、カテコラミン等の強心薬

 の持続的な点滴投与が必要な状態

 *カテコラミン等ゐ強心薬にはフォスフォディ.エステラーゼ阻害
 薬なども含まれる

 St武山2 :1割幾中の患者で.、上記以外の状態

 Stat山3 :st飢山 1、 st肌鴫 2で待機中、除夕1、条件(感染症等)

 を有する状態のため一時的1.こ1訓幾りストから削除された
 、 J.1二

2

 原貝1ルしてStat蝿1を優先する(後述する具体的選択法を参照)。また、

 StatuS3ヘの変更が登録された時点で、選択対象から外れる。除外条件

 がなくなり、st飢山1 又はSt肌US2ヘ再登録された時点から、移植希望

 者(レシピエント.)として選択対象となる。

 (3)年齢

、

 臓器提供者(ドナー)が18歳未満の場合には、件幼日本臓器移植ネッ

 トワークに移植希望者(レシピエント)の登録を行った時点において18歳

 未満の移植希望者(レシピエント)を優先する(3.の具体的選択方法を参

 旦電)。

 (4) AB0式血液型

 AB0式血液型の一致 6d伽ticaD する者を適合(comatible)する者
 より優先する(3.の具体的選択方法を参照)。

 (5)待機期間

 以上の条件が全て同一の移植希望者(レシピエント)が複数存在tる場

 合は、待機期問の長い者を優先する。



,
r

 Ost此山1の移植希望者(レシピエント)間では、待機期間は St此USI

 の延ベ日数とする。

 Ost航US2の移植希望者(レシピエント)間では、待機期間は登録日か
 らの延ベ日数とする。

3

具体的選択方法

 a)臓器提供者(.ドナー)が18歳以上の場合

 順位*

1
2
3

医学的繁急度

 *同順位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在する場合に
 は待機期間の長い者を優先する。

4

 (2)臓器提供者(ドナー)が18歳未満の場合

Status l

StatuS 2

 順位*

 AB0式血液型

1

一致

2

適合

3

医学的學急度

一致

4

 述i合・

5
6
7

 *同順位内に複数右の移植希望者、(レシビエント)が存在する場合に
 は待機期間の長い者を優先する。

 St且tus l
8

 4.その他

 将来、 stat山1の移植希望者(レシピエント)が増加すると、 0型の臓器
 提供者(ドナー)からの臓器が順位2の移植希望者(レシピエント)匪配分さ
 れ、st肌山2の移植希望者(レシピエント)に配分されない事態が生じること

 が予想される。この揚合はブ戸ツク制の再考を含めて、選択基準の見直しをす
 ることとする。

年齢

StatuS 2

 18歳未満

 18歳以上

 AB0式血

 t夜型

 18歳未満

一致

 気珂心、

 18際以上

一致

 ヨ質合、

一致

一致

 ヨ質合、

3

塗
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 1、適合条件

 (1) AB0式血液型

 AB0式血液型の一致 6den土iC3D'及び適合(compatible)の1寺ぢ生者
 を候補者とする。

 (2)体重(サイズ)

 体重差は,-20%~30%であることが望ましい。

 ただし、移植希望者(レシピエント)が小児である場合は、との限り

 ではない。

 (3)前感作抗体

 リンパ球直接交差試験、(ダイレクト・クロスマッチテスト)を実施.し、
 抗T細胞抗体力那含1生であることを確認する。

 パネルテストカ斗衾性の場合、りンパ球直接交差試験(ダイレ.クト・ク

 ロスマッチテスト)は省略するととができる。

 (4) CMV抗体

 CMV抗体陰性の移稙希望者(レシピエント)に対しては、 CMV抗
 体1会陛の臓暑尉尉共者(ドナー)が望ましい。

 (5) HLA型

 当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

 (6)虚血許容時間

 臓器提供者(ドナー)の心臓を摘出してから4時間以内に血流再開す
 るととが望ましい。

 2,イ憂3制恒イ立

 適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する場合には、
 優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

 (1)親族

 臓器の移植に関する法律第6条の2の規定に基づき、親族に対U藏器

 心Ⅷ哉移植希望者(レシピエント)選択基準

 参考2

 1
、



 を優先的に提供する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先す

 る。

 (2)医学釣緊急度

 定義: status l  炊の(ア)から(土)までの.いずれか1つ以上に該当

 する状態

 (ア)補助<工心臓を装着中の状、態

 (イ)大動脈内バルーンパンピング住那P)、経皮的心肺

 の具体的選択方法を参照)。

 補助装置(PCPS)又は動静脈バイパス(VAB)を装着

 中の状態

 (ウ)人工呼吸管理を受けている状態

2
 (土) 1CU、 CCU 等の重症室に収容されヌかつ、カテコラ

 ミン等の強心薬の持続的な点澗投与を受けている状

 カテコラミン等の強心薬にはフォスフォディエス

 テラーゼ阻害薬なども含まれる

 *ただし、 18歳未満に限り、重症室に収容されて

゛

阜

 いない場合であづて、カテコラミン等の弓会D楽の

StatuS 2

 St且tuS 3

 持絖的な点滴投与を受けている状態も含まれる

 (この状態で待機中に、18歳以上となったときに

 は、(ア)から'(ウ)までのいずれかに該当しない

 待機中の患者で、上記以外の状態

 St肌岫1、 statuS2で待機中、除外条件(感染症等)

 を有する状態のため一時的に待機りストカ.、ら削除され

 た状態

 限り、 st飢如2 とする)

 St且tusl、 st肌US2 の順に優先する(3

 また、S加加S3ヘの変更が登録された時点で、選択対象から外れる。除
 外条件がなくなり、S始t貼1 又はSt此US2ヘ再登録された時点から、移

 植希望者(レシビエント)として選択対象となる。

 (3)年齢

 臓器提供者(ドナー)が18歳未満の場合には、件.月本臓器移植ネッ

 トワークに移植希望者(レシピエント)の登録を行った時点1こおいて18歳

 未満の移植希望者(レシピエント)を優先する(3.の"オ本的選択方法を参

 厶＼

 ヒ
山
山
 k1



 照)。

 (4) AB0式血液型

 AB0式血液型の一致 adenti仏D する者を適合(C伽肌北10)する者
 より優先する(3.の具体的選択方法を参照)。

 (5)待機期間
 以上の条件が全で同一の移植希望者(レシピエント)が複数存在する場

 合は、待機期間の長い者を優先する。

 Ost此山1の移植希望者(レシピエント)間では、待機期間は St此心1
 の延ベ臼数とする。

 (注)移植希望者(レ'シピエン.ト)の登録時に1 8歳未満で、 st統USI
 の(エ)に該当していた患者が、その.後〕 8歳以士となり、重症室
 に」灰容されていないため StatuS2.とされたが、再座、'statuS1の状
 態となったときは、 18歳未満で StatuS1 に該当していた期間も

 OstatuS2の移植希望者(レシピエント)間では、符機鄭間は登録日か
 らの延ベ日数とする。

 StatuS1の延ベ日数に含まれる。

3

具体的選択方法

 住)臓器提供者(ドナー)が18歳以上の場合

 順位*

1
2
3

医学的緊急度

 *同順位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在する場合に
 は待機期間の長い者を優先する。

4

 (2)臓器提供者(ドナー)が18歳未満の場合

Status l

StatuS 2

 順位*

 AB0式血液型

1

一致

2

 証亙合、

3

医学的緊急度

一致

4

 i商合、

 St皐tus l

 年ず

 18歳未満

 AB0式血

液型

 18歳以上

3

一致

 ヨ質心、

一致

適合

i
'
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 *同順位内に複数名の移植希望者(レシピ土ント)が存在する場合に

 は待機甥間の長い者を優先する。

 4.その他

 将来、stat郎1の移植希望者(レシピエント)が増加する上、 0型の臓器提
 供者(ドナー)からの騰器号が順位2の移植希望者(レシピエント)に配分され、
 St註山2の移植希望者'(レシピエント)に配分されない事態が生じることが予

 想される。このことを含め、今後、新たな医学的知見などを踏まえ、緊急度の

6
7
8

 St且tuS 2

 定義やブロック制の導入などについて、適宜選択基準の見直しをするとととす

 18歳未満

 1剖捺以上

一致

 ヨ質心、

 」致

 訂盲会、
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 1、適合条件

 (1) AB0式血液型

 AB0式血液型の一致 6de此ioaD 及び適合(C飢Patible)の待機者
 を候補者とする。

 肺移植希望者(レシピエント)選択基準

 (2)肺の大きさ

 肺の大きさは臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)
 の年齢区分に応じ、下記の方法で評価する。

 1).臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)がいずれも
 18歳以上の場合

 」予測VCD注D/予測VCR注2)- 1)×100 の値(%)で判断する。
-30~30% ①片肺移植の場合

 ②両肺移植の場合

 注1)予測VCD :臓器提供者(ドナー)の予測肺活量

 注2)予測VCR :移植希望者(レシビエント)の予測肺活量
 予測肺活量の計算式

 (男性)子寸則肺活量(L)=0.045X 身長(om),・0.023X年

 (女性)

 2)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピ=ント)がいずれも

-30~30%

 18歳未満の場合

 予測肺活量(L)

 (臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエント)の身長
 - 1)×100 の値(%)で判断する。

 齢一2.258

 3)朧器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)の年齢が1)

 両肺移植の場合

 身長(cm)-0.018X年=0. 032X

 片肺移植の場合

 叉は2)の場合に該当しない場合

 櫛一1.178

 (朧器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエント)の身長
 1)×100 の値(%)で判断する。
 ①片肺移植の場合

-12%~12%

-12%~15%

-12%~15%

 ①
一
②



 (3)前感作抗体

 タイレクト0 クロスマッチを実施し、陰性であるととを確認する。
 パネルテストが陰性の場合、ダイレクト・クロスマッチは省略するこ

 とができる。

 ②両肺移植の場合

 (4) CMV抗体

 CMV抗体陰性の移植希望者(レシ.ピエント)に対しては、 CMV抗
 体陰性の臓器提供者(ドナー)・が望ましい。

-12%~12%

 (5) HLA型

 当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

 (6)虚血許容時間

 臓器提供者(ドナー)の肺を摘出してから8時闘以内に血流再開する
 ととが望ましい。

 2.優先順位

 適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する場合には、
 優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

 (1)親族

 臓器の移植に関する法律第6条の2の規定に基づき、親族に対し臓器を
 優先的に提供する意,思が表示されていた場合には、当該親族を優先する。

 (、,2) AB 0式血液型
 AB0式血液型の一致 ad.nticaD する者を適合(00叩at、iblo)する者

 より優先する。

 (2)の 1)又は2)の場合を優先する。

 (3)待機期間

 待機期間の長い患者を優先する。

、

 (4)肺の大きさ

2

1



 (5)術式による優先順位
 術式は、片肺移植、両肺移植の2種類とし、第1術式X 第2術式の2つ

 まで登録可能とする。

 待五勺による優先順位は次のとおりとする。

 1)臓器提供者(ドナー)の両肺が利用できる場合であり、第1優先
 順位の選択を行った結果、

 ①第1術式に係る両肺移植希望者(レシピエント)が、第1優先
 順位となれぱ、当該両肺移植希望者(レシピエント)を選択する。

 ②第1術式に係る片肺移植希望者(レシビ土ント)が第U夏先順
 位となれば、第1術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)で
 次の糺耐立に位置する者とそれを分けあうこととする。次順位に位
 置tる第1雛元tに係る片肺移植希望者(レシピエント)が選択さ
 れない場合には、第2術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)
 の中で優先順位の高い者と分け合うこととする。

 ③第1術式に係る片肺移植希望者(レシピエン,ト)が第1優先順
 位となり、第1術式、第2術式を考慮しても片肺移植希望者(レ
 シビエント)が1名のみである場合、

 0当該片肺移植希望者(レシピエント)が第2術式として両肺
 移植を希望していれば、当該移植希望者(レシピエント)を
 選択し(注 1)、

 0当該片肺移植希望者(レシピエント)が第2術式として両肺
 移植を希望していなければ、両肺移植希望者(.レシピエント)
 の中で優先順位の高い者を選択する(注2)。'ただし、当該片
 肺移植希望者(レシピエント.が優先すべき親族であるときに
 は、当該方肺移植希望者(レシピエント)を優先する。

 (注],)当該移植希望者(レシピエント)は必ずしも両肺移植を受
 ける必要はない。

2)

 (注2)との場合に限り、術式を優先し、片肺移植希望者(レシ
 ピエント)より両肺移植希望者を優先する。

 臓器提供者(ドナー)の片肺のみが利用できる場合には、第1術

3



 式に係る片肺移植希望者(レシピエント)の中から優先順位の高い
 者を選択する。第1術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)が

 選択されない場合には、第2術式に係る片肺移植希望者(レシピエ

 ント)の中から優先順位の高い者を選択する。

 3) 1)、 2)の結果、 AB0式血液型が一致する移植希望者(レシピ
 エント)が選択されない場合、虚血許容時間内にあり、 AB0式血

 液型が適合するものについて1)、 2)と同様の手順により移植希望
 者(レシピエント)を選択する。

3

 その他

 (1)臓器提供者(ドナー)又は移植希望者(レシピエント)が6歳以上

 18歳未満の揚合、その予測肺活量については、以下の計算式を参考

 にするととができる。

 予測肺活量の計算弍(6歳以上18歳未満の場合)

 (男性)予測肺活量(D  1262×.年齢十0.00819X年齢 2=2. 108-0

 (女性)予測肺活量(L)=1  00168X年鄭"-2.374X身長(m)142-0

 (2)基礎疾患、重症度などによる医学的緊急度は、将来考慮されるべき

 である。

 また、この基準は実績を踏まえて見直しを行う必要がある。

 118X身長(m)+2.553X身長(m) 2 一3

 Ⅱ6X身長(m)" 十2

4
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 心肺同時移植希望者(レシピエント)選択基準

適合条件

 (1) AB0式血液型

 AB0式血液型の一致(identicaD 及び適合(compat北le)の待機者
 を候補者とする。

 (2)体重(サイズ)

 体重差は一20%~30%であることが望ましい。

 ただし、移植希望者(レシピエント)が小児である場合は、との限り
 でなV、。

 (3)肺の大きさ

 肺の大きさは臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエントの

 年齢区分に応じ、下記の方法で評価する。

 1)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)の年齢が
 いずれも18歳以上の場合

 _【予測VCD御)/予測VCR注の一 1)×100 の値(%)で判断する。
 ①片肺移植の場合 、、

-30~30%

 ②.両肺移植の場合一30~30%

 注].)予測VCD :臓器提供者(ドナー)の予測肺活量
 注2)予測VCR 1劃値希望者(レシピエント)の予測肺活量
 予測肺活量の計算式

 (男性)予測肺活量(D =0.0妬X身長(om)-0.023X年齢

 2)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシビエント)がいずれも

 (女性)予測肺活量(L)

 18歳未満の場合

 (臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエント)の身長
 1)×100 の値や脚で判断する。

 ①片肺移植の場合

-2. 258

 =0.032X身長(om)-0.018X年齢

 ②両肺移植の場合

- 1. 178

-12%~15%

-12%~12%



 3)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)の年齢が1)
 又は2)の場合に該当しない場合

 (臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエント)の身長
 - 1)×100 の値.(%)で判断する。

 (4)前感作抗体

 リンパ球直接交差試験(ダイレクト・クロスマッチテスト)を実施し、
 抗T細胞抗体が陰性であるととを橘壽忍する。

 パネルテスト.力那衾注の場合、りンパ球直接交差試験(ダイレクト・ク
 ロスマッチテスト)は省略するととができる。

 ①片肺移植の場合

 ②両肺移植の場合

 (5) CMV抗体

 CMV抗体陰性の移植希望者(レシピエント)に対しては、 CMV抗
 体陰性の臓器提供者(ドナー)が望ましい。

 一地%~15%

-12%~12%

 (6) HLA型

 当面、選択基準にしないが、必・ず検査し、登録する。

 (フ)虚血許容時間

 臓器提供者(ドナー)の心肺を摘出してから4時問以内に血流再開す
 ることが望ましい。

 2.優先11鳳立

 適合条件に合致する移植希望者(レシビエント)が複数存在する場合には、
 優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

 (1)親族

 所弄器の移植に関する法律第6条の2の規定に基づき、親族に対し臓器
 を優先的に提供する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先す
 る。

 (2)心臓移植希望者(レシピエント)選択基準で選ぱれた移植希望者(レ
 シピエント)が心肺同時移植の待機者である場合であって、かっ、臓器
 提供者(ドナー)から心臓及び両肺の提供があった場合には、当該待機

2



,

 者が肺移植待機りストで下位であっても、当該待機者に優先的に心臓及
 び両肺を同時に配分す,る。ただし、肺移植待機りストで選択された移植
 希望者(レシピエント)が優先すべき親族の場合はとの限りでない。

 C3)肺移植希望者(レシピエント)選択基準で選ぱれた移植希望者(レシ
 ビエント)が心肺同時移植の待機者である場合であって、かっ、臓器提
 供者(ドナー)から心臓及び両肺の提供があった場合には、当該待機者
 が心臓移植待機りストで下位であっても、当該待機者に優先的に心臓及
 び両肺を同時に配分する。ただし、心臓移植待機りストで選択された移
 植希望者(レシピエント)が優先すべき親族の場合はこの限りでない。

 (4)心臓移植希望者(レシピエント)選択基準及び肺移植希望者(レシピ
 エント)選択基準で選択された待機者が別人であり、共に心肺伺時移植
 の待機老である場合であって、かつ、臓器提供者から心1城及び両肺の提
 供が島った場合には、

 ① AB 0式血打支型の]致(identicaDする者を記亙合(compatib]')す
 る者より優先し、

 ②①の条件が同一の移植希望者(レシピエント)が複数存在する場
 合は、心臓移植希望者(レシピエント)選択基準における医学的緊
 急度の高い者を優先し、

 ③①②の条件が同一の移植希望者.(レシビエント)が複数存在する
 場合には、心臓移植希望者(レシピエント)選択基準の医学的堅急
 度St此US1の待機期間が長い者を優先し、

 ④①~③の条件が同一の移植希望者(レシピエント)が複数存在す
 る場合には、登録口からの延ベ日数の長い者を優先する。

 (5)心臓又は肺の移植希望者(レシピエント)において、第1順位として
 選択された移植希望者(レシビエント)が心肺同時移植の待機者であっ
 ても、臓器提供者(ドナー)から心臓及び両肺の提供を受けられない場
 合は、心朧又は肺の単独移植希望者(レシビエント)のうちで最も優先
 順位が高いものを選択する。

3

 そのイ也
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 住)臓器提供者(ドナー)又は移植希望者(レシピエント)が6歳以上

 18歳未満の場合、その予測肺活量については、以下の計算式を参考

 にすることができる。

 予測肺活量の計算式(6歳以上18歳未満の場合)
 (男性)予測肺活量(D  12能X年齢十0.00819X年=2. 108-0

 (2)医学的な理由により心臓移植希望者(レシピエント)選択基準にお

 ける医学的緊急度がSt此山3になった場合、.肺移植希望者(レシピエ

 ント)の待機りストを「符機 iMotivo」とする。

 00168X年齢'-2.374X身 (女性)予測肺活量① =1. 142-0

 (叶坦ID

 1,心明市同時移植希望者(レシピエント)は一心臓移植希望者(レシピエント)

 のりスト及び肺移植希望者(レシピエント)のりストの両方に登録される。

 2.心明市同時移植希望者(レシピエント)の心Ⅷ歳又は肺に係る待機期間につい

 ては、既に心臓移植希望者(レシピエント)又は肺移植希望者(レシピエン

 ト)のりストに登録されtいる患者が術式を心肺同時移植に変更する場合に
 は、心臓又は肺のうち、既に登録されているりストに係る待機日数は変更前

 の当該日数を含めて託算することとし、新規に登録されたりストに係る待機
 日数は新規に登録した以後の日数を計算することとする。

 3.基準全般にういては、今後の移植医療の定着及び移植実績の評価等を踏ま
 え、適宜見直すとと.とする。

 齢記一3.118X身長(m)+2.553X

 身長(in)
2

 長(m)+2  Ⅱ6X身長(m)'
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